
北陸最大のミズバショウ自生地を調査して 
中江 実 

 
 小松市丸山町横谷地区に広がるミズバショウ自生地は、通称「横谷のミズバショウ」と

して広く県内外に知られています。現在は国有林地であり、県立自然公園の一画であり、

登山道も又、湿原廻りの遊歩道も整備されていて、毎年４月末から５月の連休には大変多

くのハイカーが、ミズバショウの清楚なたたずまいと、その広がりを求めて訪れます。 
 横谷ミズバショウ自生地の調査は、小松市自然保護協会として、昭和 47年５月に第一回
目の調査入山をして以来、30 年間調査や手入れに自然保護協会の中で携わって来た私とし
て、小松市指定の天然記念物にしたいとの想いと、周りの会員からの声も高まって来たの

で、平成１５年度の指定に向けて春から調査を開始しました。調査対象は、湿原の代表的

植物であるミズバショウ・レンゲツツジ・トキソウ・エゾリンドウの４種を秋までに調査

して、文化課に提出することとし、第一回目のミズバショウとレンゲツツジの調査を５月

18日(日)、ミズバショウの花も終わりに近づいた頃、会員７名と一般参加者３名の 10名に
て、一年間の湿原調査をスタートしました。 
湿原の概要 
標高 870ｍ、長さ 354,2ｍ、最大幅 58ｍ、流出水路の長さ 150ｍ、平均幅５ｍ、全体面積 

13,040 ㎡、その内、市が森林管理署より借りている面積 6,640 ㎡で、図の○イ～○ロの間で、
その内湿原部分は 5,120㎡、林地遊歩道部分 1,520㎡、下流の流出水路は、長さ 150ｍで平
均幅５ｍで面積 750㎡と上流部長さ 113ｍ、最大幅 58ｍ、面積 5,650㎡は借りていない為
に手入れできず、雑木が繁り、陸地化が進みミズバショウも減少しているし、トキソウ・

エゾリンドウ・レンゲツツジは著しく減少している。 
 この場所は約 40年程前まで、出作りの人が水田として利用していた所で、その当時から
水田の廻りや水路にはミズバショウがあったと聞いています。30 年前に調査に入った時に
は樹木も小さく、見通しも良かったのですが、年々樹木が大きくなり見通しが悪くなって、

特に周辺部分は日陰になって、ミズバショウの減少が感じられていたそんな時、昭和 60年
に一気に登山道と湿原周遊歩道が整備されて、湿原廻りの樹木も伐採されて、大変見通し

のよい湿原に変化しました。 
 その後１８年、各方面から横谷は良くない、木が繁り過ぎてミズバショウがよく見えな

いとの苦情が多くあり、市と協議の結果、市には手入れする費用が無いとのことで、双方

でボランティアを募って手入れ作業をすることとなり、昨年は２回実施して、全体の約 60％
を実施することができて、今年春のミズバショウ・レンゲツツジ・初夏のトキソウ・秋の

エゾリンドウと、大変素晴らしい湿原を回復することができ、今年の調査には大変力が入

りましたし、今年も１回共同手入れ作業を実施して、全体の約 90％を終了することができ
ましたので、来年の湿原性植物観察に最適と思えます。昨年からの苦労が実り、今年の文

化の日に「小松市天然記念物」の認定証を受けることができました。管理団体は小松市自

然保護協会ですが、市と共同管理することで話しを決めております。小松市在住の解説員
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の多くの方に加わっていただいていますので、今後の指導監視にご協力いただきたいと思

います。 
①ミズバショウ本数調査、15年５月 18日参加者 10名にて実施。図面Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ
については 10ｍ×10ｍ、100 ㎡内の本数を調査し、５箇所の平均に湿原面積を掛けて本数
を出し、Ｆについては特別密集地として１ｍ×１ｍの１㎡内の本数を調査し、それに該当

する 20㎡を掛けて本数を出しました。流出水路Ｇ、上流部Ｈ、湿原外Ｉについては、完全
読取調査としました。但し単葉体については間違いやすいので数えていません。 
イ．Ａ １,９１２＋Ｂ ２,１７８＋Ｃ ３,１６４＋Ｄ １,９７７＋Ｅ ３,０１６ 

＝１２,２４７÷５＝２,４４９×５,１００㎡＝１２４,９１９本 
ロ．Ｆ １００×１㎡＝１００×２０㎡＝２,０００本 
ハ．Ｇ ４,３１９本 
ニ．Ｈ ６,４２２本 
ホ．Ｉ   ５４３本 
湿原全体計 １３８,２０３本 
②レンゲツツジ株数調査 15年 5月 18日、参加者十名にて実施 
ミズバショウと同時調査としましたが、まだ花が無く確実性が無いと思い、６月１日花の

時に私が登り調査、レンゲツツジは根本より数本の幹が出て株状になっているので、株数

調査としました。 
イ．Ａ・Ｆ地区 １６８株 
ロ．Ｂ・Ｅ地区  ８９株 
ハ． Ｃ 地区  ２１株 
ニ． Ｄ 地区   ２株 
ホ． Ｇ 地区   ０ 
ヘ． Ｈ 地区 １３７株 
ト． Ｉ 地区   ０ 
 湿原全体合計 ４１７株 
③トキソウ本数調査 15 年 6 月 22
日、参加者 8名にて実施 
トキソウは１本１本の物で、草地

の中に花だけを表面に出して咲くので

物が多いことが分かり、Ａ地区にて花

本数と無花茎本数の調査を実施。 
花茎本数の多い所―――花茎１１本、

花茎があった

花茎本数の少ない所――花茎３本、無

茎があった。

以上の結果から、この湿原では花茎の

を掛けて全体本数を出しました。 

 

数えにくく、花の盛りを見て実施。花茎の付かない

茎の多い所と少ない所の２カ所で、１㎡の中の花茎

 

無花茎１７９本で花茎１本に対し、１６.２本の無
。 
花茎４８本で花茎１本に対して、１６.０本の無花
 
多少に係わらず、無花茎が同率で平均値の１６.１
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イ．Ａ・Ｆ地区 ３分割 ６８＋１９６＋１８８＝４５２本 
ロ．Ｂ・Ｅ地区 ４分割 ２１４＋１７４＋４＋２８２＝６７４本 
ハ． Ｃ 地区 ４分割 ６５＋１１＋３４＋３９＝１４９本 
ニ． Ｄ 地区 ２分割 １５８＋９４＝２５２本 
ホ． Ｈ 地区 ３分割 ８５＋０＋２１＝１０６本 
ヘ． Ｇ 地区は０ 
  湿原全体合計花茎本数 １,６３３本 
  花茎本数１,６３３×無花茎平均値１６.１＝２６,２９１本 
④エゾリンドウ調査 15年 9月 28日、参加者９名にて実施 
エゾリンドウは株立となるので、調べてみると１本立の物から最大６本立の株まであり、

密集地では株元の確認が草の密集した中では難しく、花茎１本ずつの調査としました。 
イ．Ａ・Ｆ地区  １,８３０本 
ロ．Ｂ・Ｅ地区   ９１８本 
ハ． Ｃ 地区   ５４５本 
ニ． Ｄ 地区   １５７本 
ホ． Ｈ 地区   ２５４本 
ヘ． Ｉ 地区   ２４７本 
  湿原全体花茎本数 ３,９５１本 
以上が、天然記念

物指定に向けて１年

間調査を実施し、報

告して来ましたが、

その中で感じたこと

は、昨年手入れして

明るくなった所では、

トキソウ・エゾリン

ドウの花茎が多く見

られ、ハイイヌツゲ

が多く繁殖した所で

は、それらの花茎は

殆んど見られなく、

樹木に被われてしま

った所ではトキソウ

は皆無であり、エゾリンドウは小株で小数確認されたが、これ以上樹木が繁殖すれば消滅

せざるを得ないと思います。今後も年１回の手入れを市と共同で実施をし、貴重な湿原を

守って行かなければならないと心しています。 
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